2012 Japan National Team Report  ”player ”　　[image: image1.jpg]J.0.D.A.

JAPAN OPTIMIST
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	報 告 者
	クラブ　 Ｂ＆Ｇ兵庫ジュニア海洋クラブ

学年　　　中３　　　　　氏名　　　前野　達郎

	大 会 名
	　IODA  North  American Championship

	開 催 地
	　メキシコ　Valle  de  Bravo

	大 会 期 間
	　10月21日～28日

	セールNo
	　ＪＰＮ3115
	最 終 順 位
	64位


	気温、水温、ウエアについて
	日中は暑くて半そでで過ごした。朝は寒かったので長袖を羽織った。レースはラッシュと水着と帽子を着用した。ハイクアウトパンツは使用しなかった。気温は高かった。水は冷たかったが春と夏の間くらいであった。

	海面（湖面）の特徴や風の傾向
	波はあまり感じなかった。12時ごろから吹き始め、レースは1時ごろから始まった風は山から下りてくるブローが強かった。常に南西から３，４ｍで吹いており強くても５ｍくらいであった。

	セッティングで注意したこと
	スプリットを調節してセールのしわのないようにした。横しわにも注意した。アウトホールを調節していつもよりフットを深くした。


	セーリングで注意したこと
	フラットを心がけた。船を安定させて波が当たらないようにした。セールトリムをしっかりした。スピードを重視した。

	海上で練習したこと
	スタートが大事であり、スタートのラインをしっかり見えるように練習した。何度も繰り返しスタートができるようにした。

	実際のスベリはどうでしたか？
	海外の選手と変わりは無く、海外でも通用すると思った。Ｊセールばかりでしたがノースセールでも通用しました。

	スタートは、どうでしたか？
	みんなはスタートの3分前から並んでいた。自分は2分30秒前から並ぶようにした。スタートはみんな上手であった。ブラックのときでも日本人より攻めていた。

	コース戦略はどうでしたか？
	スターボで伸ばし、バウを出すようにした。最初のフレがきたらタックするようにした。右にも左にもチャンスはあり、スピードを重視した。風のフレにはすぐに反応するようにした。

	自分より上位の選手との違いは？
	レース経験の差と風のフレの対応が違った。上マークに寄せるタイミングが悪かった。

	国内の練習で役立ったこと
	スピード練習

	国内の練習で足りなかったこと
	ランニング練習とマーク回航

	印象に残った外国選手は？
	シンガポールの選手（ＳＩＮ１１９）ののぼり角度がすごかった。

	行く前と、行ってからで違ったことはありましたか。
	行く前は海外のレースにビビッていたが、日本とのレベルと変わらないことに気がついた。

	今後の課題と目標は？
	マーク回航の練習と体力の増強海外のレースで活躍したい

	JODAへの要望
	派遣してもらいありがとうございました。とても良い経験ができました。感謝しています。

	その他
	ブログで応援してくれた人に感謝します。絶対に海外遠征に行ったほうがよいです。海外の選手とたくさん話をすると大会が楽しくなります。鉢巻は大人気ですのでたくさんもっていったほうがよいです。30本は必要です。ユニホーム交換のときに鉢巻をおまけにつけると良いことが起こります。レースでは前を走ることが大事です。自分にも自信がつくし、他の人も話かけてきます。チームメートとは仲良くしましょう。食べ物は美味しかったです。


ご協力ありがとうございました。JODA海外派遣委員会
